

























































































































































































































































































































































































































































































































１ 1936.9.16 日刊『宇宙風』第 25 期に掲載し、署名は知堂。後に『瓜豆集』に収録。
２ 木山英雄編訳『日本談義集』東洋文庫 701 平凡社 2002ｐ.278 による。原文は「我在东京只继续住
过六年，但是我爱好那个地方，有第二故乡之感。」
３ 1882-1938、浙江省海寧出身。1901 年日本留学、1906 年ドイツ留学、帰国後保定陸軍軍官学校校長
に就任。
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９ 1936.9.16 日刊『宇宙風』第 25 期に掲載し、署名は知堂。後に『瓜豆集』に収録。
10 同 2、ｐ.276 による。原文は「正因为对于乡国有情，所以至于那么无情似的谴责或怨嗟⋯对于故乡，
对于祖国，我觉得不能用今天天气哈哈哈的态度。若是外国，当然应当客气一点才行，虽然无需瞎恭
维，也总不必求全责备，以致吹毛求疵罢。」
11 1879-1936 中国江西省出身。1901 年挙人に合格。1902 年、弘文学院師範科に、1904 年、法政大学
速成法政科に留学。帰国後孫文に仕える。















16 蒋百里、戴季陶、劉文典著『日本人与日本論』北方文芸出版社 2015ｐ.41 による。拙訳。原文は
「我们一搜查中国留欧学生关于批评欧洲有系统的研究，较为成器的著作，好像还未出世。」







19 千葉俊二編『谷崎潤一郎上海交遊記』みすず書房 2004 p.17-19
















27 同 2、ｐ.175-176 による。原文は「我从前很不以为然，觉得这是一时的习性，不能说是国民
性。⋯⋯但近来别有感到的地方，⋯⋯万世一系的事实我却承认其重要性，以为要了解日本的事情对
于这件事实非加注意不可，因为我想日本与中国的思想有些歧异的原因差不多就从这里出发的。」






30 韓玲姫 綿抜豊昭和「周作人の購入書籍に関する考察 日本文学を中心に」『情報メディア研究』
11(1), 2012 ｐ.3
31 吉本隆明『定本 柳田国男論』洋泉社 1995
中京学院大学経営学部研究紀要 第 25 巻（2018 年 3 月） 113
